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令和4
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作成日： 2023年1月20日

取組期間は2022年10月1日であるがレポートは期初からのデータで集計
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□ごあいさつ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

＜環境経営理念＞

＜環境保全への行動指針＞

１．私たちは、次のことについて重点的に取り組みます。

１) ．二酸化炭素の削減に取り組む

２) ．騒音・振動・粉じんの対策を講じて建設現場周辺の環境保全活動を推進する

３) ．ボランティア活動へ積極的に参加し、環境保全に貢献する

４) ．社員及び協力会社等の関係者に環境方針を公表し、環境負荷低減意識の向上に努める

５) ．省資源、省エネルギー、リサイクルに積極的に取り組む

これらについて環境目標、環境活動計画を定め、定期的に見直しを行い、継続的改善に努めます。

２．私たちは、環境に関連して適用される法令、及び、その他の同意する要求事項を遵守します。

　株式会社セノオは、土木構造物等の建設活動を通じて、生活や産業の基盤となる良質の
社会資本を提供するとともに、継続した企業活動を通じて組織的な環境保全を図り、自主
的かつ積極的に快適な、地域に優しい環境づくりへの取組を推進します。
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環境経営方針

　　　　　　　　　　　　

株式会社セノオは、徳島県内を主体として土木工事業を行っています。
土木構造物等の建設活動を通じて地球や地域の環境を守り、次世代により良い
環境を引き継いでいく為、企業活動において環境負荷を低減していきます。



□組織の概要 更新日：
（１） 名称及び代表者名

株式会社セノオ
代表取締役　兼子　信之

（２） 所在地
本　　　社 　徳島県徳島市金沢一丁目５番１１号

（３） 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先
責任者　 管理部　野嶋　久美子 TEL： ０８８－６６４－６５５５
担当者 管理部　野嶋　久美子 TEL： ０８８－６６４－６５５５

（４） 事業内容
特定建設業（土木、とび・土工、石、鋼構造物、舗装、しゅんせつ、水道、解体）
　許可番号：徳島県知事許可（特－０１）第７１１号　有効期限：令和６年１１月１５日
一般建設業（建築）
　許可番号：徳島県知事許可（般－０１）第７１１号　有効期限：令和６年１１月１５日
産業廃棄物収集運搬業
　許可番号：３６００２２６６９９　有効期限：令和９年３月２２日

（５） 事業の規模
売上高 １３．６億円

従業員　　　　　 名 名
延べ床面積　　　 ㎡ ㎡ ㎡

（６） 事業年度 ５月～４月

□認証・登録の対象組織・活動
登録組織名： 株式会社セノオ
対象事業所： 本社等（本社・資材倉庫）

建設現場等（建設現場・現場事務所）

対象外： なし
活動： 特定建設業（土木、とび・土工、石、鋼構造物、舗装、しゅんせつ、水道、解体）

　許可番号：徳島県知事許可（特－０１）第７１１号　有効期限：令和６年１１月１５日
一般建設業（建築）
　許可番号：徳島県知事許可（般－０１）第７１１号　有効期限：令和６年１１月１５日
産業廃棄物収集運搬業
　許可番号：３６００２２６６９９　有効期限：令和９年３月２２日

□事業や製品（商品）の紹介

13 無人 13
387.42 18.03 405.45

代表取締役社長 兼子　信之

2023年1月20日

本　　　社 資材倉庫 合計

制定日： 2022年9月17日
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□環境経営組織図及び役割・責任・権限表 更新日：

代表者

 環境管理責任者

環境事務局

・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加
全従業員 ・環境方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚

・自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施

・自部門の従業員に対する教育訓練の実施
・自部門に関連する環境活動計画の実施及び達成状況の報告
・特定された項目の手順書作成及び運用管理

・環境経営レポートの作成、公開（事務所に備付けと地域事務局への送付）
・各部門の緊急事態への対応のための手順書作成、試行、訓練実施、記録の作成

各部長 ・自部門における環境経営システムの実施

・環境関連法規等取りまとめ表の作成
・環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施
・環境関連の外部コミュニケーションの窓口

・環境負荷の自己チェック及び環境への取り組みの自己チェックの実施
・環境経営目標、環境経営計画書原案の作成
・環境活動の実績集計

・環境活動の取組結果を代表者へ報告
・環境活動レポートの確認

環境事務局 ・環境管理責任者の補佐、EA21の事務局

環境管理責任者 ・環境経営システムの構築、実施、管理
・環境関連法規等の取りまとめ表を承認
・環境目標、環境活動計画を確認

・環境目標、環境活動計画を承認
・代表者による全体の評価と見直しを実施
・環境経営レポートの承認

代表者（社長） ・環境経営に関する統括責任
・環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間等経営資源を準備

役割・責任・権限

・環境管理責任者を任命
・環境方針の策定・見直し及び全従業員へ周知
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社長

・自部門における環境経営方針の周知

2022年9月17日

管理部 工事部



□主な環境負荷の実績
単位
kg-CO2

トン
トン
㎥

※二酸化炭素排出係数 kg-CO2/kWh 電力会社の調整後の係数　

kg-CO2/kWh 電力会社の調整後の係数　
※負荷の実績は工事現場を含む

□環境経営目標及びその実績

〇

〇

 燃料使用量

　　灯油　　（L／年） 〇

　　ガソリン（L／年） 〇

　　軽油　　（L／年） 〇

廃棄物
 一般廃棄物（ｔ／年） 〇

 産業廃棄物（ｔ／年） 〇

〇
 

 〇

〇

〇

〇
社会貢献活動
（清掃活動)(5人/回)

グリーン購入
（ファイル）
グリーン商品（品目/
年）

水使用量　（m3／年）

二酸化炭素排出量
(kg-CO2／年)

再生資源の積極的利用
の推進 (%)

 電力使用量
（ｋＷｈ／年）

　　　　　　　　  　年　度
　　項　目

1

基準年度比 100.0%

回 1 1 1
基準年度比 ▲1% 112.7% ▲2% ▲3%

89 100
% 88.7 89.5 90.4 91.3

基準年度比 ▲6% 100.0% ▲12% ▲18%
4 4

品目 17 18 19 20
▲1% 990.0% ▲2% ▲3%

m3 2,002 1,981 1,961 1,941
基準年度比 ▲1% 26794.0% ▲2% ▲3%

2,666.00 9.95
ｔ 10,771.99 10,664.27 10,556.55 10,448.83

基準年度比 ▲1% 115.4% ▲2% ▲3%
0.15 0.13

0.620ｔ

化学物質使用量の把握
（会議）（1回/年） 1 1

0.64 0.633 0.627

495 50

Ｌ 8,167.05 8,085.37 8,003.70 7,922.03

基準年度比 ▲1% 122.1% ▲2% ▲3%

8,796 8,705.8

2,221.33 1,819.69

基準年度比 ▲1% 158.3% ▲2% ▲3%

17,025.5 10,757

▲1% 157.0% ▲2% ▲3%

ｋＷｈ 68,790 68,102.1 67,414.2 66,726.3

21,102.2 13,441.6

Ｌ 8,975.1 8,885.3

基準年度比

（目標） （目標）

kg-CO2 85,261.6 84,408.9 83,556.3 82,703.7

評
価

通年
12月末まで 12月末まで

（基準年) （目標） （実績）

0.54

基準値 令和4 令和5 令和6

総排水量 8827 50

　一般廃棄物排出量 0.64 0.13

　産業廃棄物排出量 10771.99 9.95

廃棄物排出量

▲1% 165.0% ▲2% ▲3%

項　目
令和4年度(基

準)
令和4年

198.0 120

二酸化炭素総排出量

784 776

85,261.6 13,441.6

Ｌ

基準年度比

800 792.0

令和3年5月～
令和4年4月

0.569

2,021.34 1,036.61

基準年度比 ▲1% 195.0% ▲2% ▲3%

回 4 4 4 4

4

1 1
基準年度比 100.0%



□環境経営計画の取組結果とその評価
数値目標：○達成　×未達成
活動：◎よくできた　○まあまあできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

電力の使用量の削減（事務所）

目標
実績

電力の使用量の削減（現場）

目標
実績

自動車燃料の削減（事務所）

目標
実績

自動車燃料の削減（現場）

目標
実績 468.61 480.49 386.09

662.19 662.19 662.19

5

10月 11月 12月

空調の適温化 ◎

建設機械の不要時停止 ◎
建設機械の点検 ◎
建設機械の過積載防止 ◎
建設機械の無理・無駄運転防止

3,130.0 1,747.0 2,409.0
4,273.9 4,273.9 4,273.9
10月 11月 12月

使用工具の不必要時電源OFF ◎

建設機械の過剰負荷防止 ◎

資材発注のチェック ◎
◎

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容
数値目標 〇

現場事務所の不使用時の電気OFF

社用車を追加導入した為、自動車燃料目標数値の達成に至らな
かった。見直しの上取り組みを実施する。

不要時電源ＯＦＦ・エアコン温度の適温設定・建設機械の点検等、
全て達成でき、安全に施工することができた。環境経営活動計画
を継続実施する。

適正な車両整備 ◎
事前ルート検索

78.2 78.2 78.3
172.0 156.0 156.3

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容

数値目標 〇 アイドリングストップを実施するなどして、県境経営目標を達成す
ることができた。環境経営活動計画を継続実施する。ＥＣＯドライブの励行 ◎

適正な車両整備 ◎
事前ルート検索 ◎

10月 11月 12月

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容

数値目標 ×
ＥＣＯドライブの励行 ◎

◎

◎

847.0 1,016.0 1,608.0
1,401.2 1,401.3 1,401.3

生コン使用工種の最適時期施工 ◎

10月 11月 12月

パソコン、コピー機の不使用時電源OFF ◎
エアコン温度設定・夏場２６℃冬場２４℃ ◎
照明器具・クーラー・窓の掃除 ◎

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容
数値目標 〇 照明ＯＦＦ・エアコン温度設定・清掃等、全て達成できた。環境経

営活動計画を継続実施する。使用頻度の低い箇所の照明OFF ◎



一般廃棄物（事務用紙）の削減（事務所）

目標
実績

一般廃棄物（事務用紙）の削減（現場）

目標
実績

産業廃棄物の削減（事務所）

目標
実績

産業廃棄物の削減（現場）

目標
実績

数値目標 〇 目標数値を達成することができた。環境経営活動計画を継続実
施する。マニュフェストによる廃棄物の適正な処理 ◎

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容

0.56 0.00 0.56
0.12 0.13 0.13

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容
数値目標 △ 年末に向けて清掃・整理・整頓を行い排出が多くなった。こまめに

分類を行い環境経営活動計画を継続実施する。マニュフェストによる廃棄物の適正な処理 ◎
マニュフェスト交付状況報告 －
廃棄物の保管場所と掲示板

0.02 0.03 0.05
0.03 0.03 0.04

10月 11月 12月

印刷前確認(プレビュー) ◎
無駄なプリントアウトを抑える ◎

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容

数値目標 〇 両面印刷を心掛けたり、裏紙の使用で目標数値を達成できた。環
境経営活動計画を継続実施する。裏紙の利用 ◎

急ぎでも慌てず印刷前の書類の文書確認を徹底する。目標を達
成できるように環境経営活動計画を継続実施する。

廃棄物の保管場所と掲示板 ◎
廃棄物焼却の環境への配慮 ◎

10月 11月 12月
888.55 888.56 888.56

3.10 1.95 3.78
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10月 11月 12月

◎

0.00 0.03 0.00
0.02 0.02 0.01

10月 11月 12月

印刷前確認(プレビュー) △
無駄なプリントアウトを抑える ◎

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容

数値目標 〇
裏紙の利用 ◎



水使用量の削減（事務所）

目標
実績

水使用量の削減（現場）

目標
実績

グリーン購入の推進

目標
実績

化学物質の把握

目標
実績

清掃活動

目標
実績 1

1
10月 11月 12月

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容
数値目標 〇 社員一丸となり地域活動に貢献できている。環境経営活動計画を

継続実施する。徳島県アドプト(県道189号)の清掃 ◎

1
1

10月 11月 12月

取組結果とその評価、次年度の取組内容
状況調査を定期的に行う。環境経営活動計画を継続実施する。

化学物質の使用状況の調査 ◎

1 2 1
1 1 2

0.0 37.0 0.0
158.3 158.3 158.4

10月 11月 12月

数値目標 〇 今後も節水活動を推進し、環境経営活動計画を継続実施する。
日常的節水の励行 ◎
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数値目標 〇

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容
数値目標 〇

達成状況

10月 11月 12月

用品発注時にエコマーク・グリーンマーク商品を選定し、環境経営
活動計画を継続実施する。◎エコマーク商品を積極的に購入する

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容
数値目標 〇 今後も節水活動を推進し、環境経営活動計画を継続実施する。

日常的節水の励行 ◎

10月 11月 12月
6.6 6.7 6.7
0.0 13.0 0.0

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容



□環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果，並びに違反，訴訟の有無
法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りです。

鋼管杭打機、大型発電機

浄化槽

□緊急事態対応訓練
緊急事態の想定： 火災の発生
■実施日： ■実施場所：
■参加者： ■実施内容：消火訓練

■評価： □ あり ☑ なし

■実施状況の様子

手順書の変更の必要性

岡島寿志、中山敦詞、瀬部和彦
令和4年11月19日 本社3階給湯室

品質管理　
環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていました。
なお、違反、訴訟等も過去３年間ありませんでした。

騒音規制法
振動規制法 鋼管杭打機

本社３階給湯室にて火元を確認した想定での消火模擬訓練。
火元が拡散する前に消火を行う事（火元確認から１０分以内）を目標とし、消火器２器で消火対応。
結果、５分で火元参集・模擬消火が完了し、目標時間よりも短い時間で対応できた。

浄化槽法
フロン排出抑制法 業務用空調機・冷凍庫・冷蔵庫
顧客要求事項

建設リサイクル法 解体工事、建設副産物

適用される法規制 適用される事項（施設・物質・事業活動等）
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廃棄物処理法 収集運搬業、産業廃棄物（廃プラ等）



□代表者による全体の評価と見直し・指示
実施日：

環境経営方針 ☑ 変更なし □ 変更あり
環境経営目標・計画 ☑ 変更なし □ 変更あり
実施体制 ☑ 変更なし □ 変更あり

□これまでの環境活動の紹介

　エコアクション２１への取り組みを開始した事により、現場担当者各人の環境負荷の低減に対
する意識は確実に向上しており、その証左として以前は現場事務所の照明は誰もいなくても煌々
と灯され、エアコンもつきっ放しというのが当り前であったものが最近ではそれがなくなった。環境
対策は、今や企業として当然の社会的責任の一つとしてみなされ現場における個々の作業が周
辺住民の注目を集める中、これからも様々な工夫を凝らし、働きやすい職場づくりと地球環境へ
の配慮に取り組んでいっていただきたい。

2023年1月20日
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日ごろから活動の写真を撮って、紹介してください。

過去の取組を記録として残すのも一案です。

＜活用方法＞

・自社の商品をＰＲ（特に環境に配慮したことを）

・利害関係者に自組織の活発な稼働をＰＲ（就活者もよく閲覧し


